
・ 中京区であった振り込め詐欺です。

動画サイト業者ＤＭＭと名乗るところから携帯電話に、

動画が繋ぎっぱなしになっていたと連絡が入った。料

金、延滞料を含めて Amazon カードを半額の５万円を購

入するように指示があり、そのあとのことはまた連絡す

るといわれていた。 

中京警察と介入し被害にあう前で解決できた。 

→振り込め詐欺は、家族を装うだけではありません。市

区町村の職員や警察官、弁護士などさまざまな人物を装

って電話をかけてきます。 

もしお金を振り込んでしまったら、まず警察や振込先の

金融機関に連絡して下さい。振り込みが確認できた場合

など振り込んだ預金口座の利用停止をすることができ

ます。 

米田・山本 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 伏見区であった詐欺事案です。 

担当ケアマネジャーより、自身の担当している利用者が

三大事業者の最新スマホを計５台購入させられた模様。

現物もないし、契約書もない状況だったが、「契約あり

がとう」の手紙（完了通知のようなもの）と請求書が来

たことで発覚。本人は契約したかも店舗に行ったかも記

憶なし。担当ケアマネジャーが各店舗に確認したとこ

ろ、「身体障害者手帳と現在保有している携帯番号の確

認により契約したはず」との返答。しかし、ある店では

「本人が来店し「３人の男に頼まれた」と言ったと思う」

とか、他の店では「契約後に誰かと電話していた様子」

との返答もあった。本人が実際に店に行っていたのか不

明。 

今後は、法テラスや消費生活総合センターに相談予定。 

米田・山本 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 伏見区であった金銭搾取です。 

平成２８年１月頃から、被害者宅に６０歳台の男性が出

入りするようになった。男性は被害者宅の家事手伝いや

受診の付き添い等本人と親しく関わり娘と会う事もあ

った。娘などから金銭的な貸し借りは絶対にしないよう

に再三注意をしており、本人は「年金しかもらってない

のに無駄使いはできない。お金を貸すことはない。」と

お金の貸し借りについてはないと断言していた。 

平成２８年６月に娘が通帳を確認した所、２ヶ所の銀行

口座から数ヶ月に渡って合計約２６０万円が引き出さ

れていたことが判明。その時点で男性は本人宅に未だ居

座っている状況にあり、すぐに警察に被害届を提出し

た。 

米田・山本 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 中京区であった詐欺事案です。 

 本人から包括に電話がある。日本銀行職員を名乗る男

から「あなたの預金が不正に引き出されている。」「止め

るために銀行の情報が必要。」と言われ、氏名・生年月

日・銀行名・支店名・通帳番号・預金残高・本人携帯番

号・家族の電話番号等相手に伝えてしまった。 

包括から消費生活総合センターに相談をする。対応を協

議し、担当職員から連絡すると「今、警察から電話があ

って、話をしていた。」と。「警察からは、犯人は数名捕

まっているが、残りのメンバーを捕まえるために、極秘

に動きたい。このことは誰にも言わないで欲しい。」と

言われた。警察に通報した覚えは無く、警察を名乗る電

話も犯罪グループのメンバーであると伝え、警察に通報

した。警察が介入する事で、被害は回避できた。 

米田・山本 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 伏見区であった不審電話です。 

 担当ケアマネジャーが包括に来所される。定期訪

問時に担当利用者の夫が誰かと電話をしていた。電

話終了後に内容を聞くと、昨日から何度か複数の人

から連絡があり、夫名義の老人ホーム入居の権利を

仲介業者の田村氏が他者へ売買をした。 

今の電話は別の業者の人からで、田村氏が売買をし

た権利については２０００万円で、夫がその費用を

払わないと田村氏が警察に捕まるといった内容で

あった。 

利用者が電話を替わられて、毅然と断わられたので

特に被害等はない。 

その後は、電話等はない。 

米田・山本 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①山科区であった不審電話です。 
 ８月頃、京都府警の「田中」と名乗る男性から電話があった。 

妻が電話で対応を行ったが、話の内容が分からず「夫に電話を変わる」

と伝えたところ、急に電話が切られた。 

その１０～２０分後、資産運用ローズという会社を名乗る女性から

電話があった。再度、妻が対応したが、先ほどの電話と関係があるの

ではないかと思い「夫に電話を変わる」と伝えたところ電話が切られ

た。その後、連絡もなく被害もなかった。 
 

②左京区であった不審電話です 
１０月１７日１１時半「まるやま」と名乗る男性から電話があり「郵

便局の通帳を預かっている」と連絡があった。「自宅に通帳はある」と

答えると「いや、預かっている。今夜、１８時～１９時に自宅にいる

か」と、居ることを伝えると電話がきれた。 

５分後、銀行員を名乗る男性から「先程、府警のまるやまさんから

電話がありましたか。」と連絡が入った。「あった」と伝えると「郵便

局以外の通帳をもっているか？警察で調べるのに必要な情報です」と

言われた。一旦は言えないと断るが、２つの銀行名を伝えた。今は来

客中（実際はヘルパーの活動中）で１２時半に帰ることを伝えると「１

２時半に電話をする」といい、電話が切れた。 

その後、本人から下鴨警察署に連絡し状況を伝えた。 

警察から「電話がかかってきたら、相手と話しをし、何時に自宅にく

るか話がついたら警察に連絡をほしい。すぐに駆けつける」と指示が

あった。その後、連絡はない 

米田 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①左京区であった不審電話です。 
 12 月 14 日夜、本人宅近くに住んでいる息子の名前を名乗って電話

が入った。「○○(息子の名前)。風邪ひいてて声が変なんや。会社に携

帯忘れてきたんやけど、会社からそっちに電話ないか？今から病院行

ってから帰るわ。」と。「お大事に」と言って電話を切った。 

翌朝、電話が入り「○○(息子の名前)。仕事で失敗して 2 千万円必要

になった。用立ててくれへんか」と。「2 千万円もないわ」と言うと、

「2 人で責任とることになるし、1 千万円でも助かる。すぐにおろし

てきてほしい。」と言われ、本人は銀行に電話をかけ、事情を伝え引き

出しと持参を依頼した。行員 2 名が本人宅へ訪問。詐欺を疑ったほう

が良いと助言を受けた。 

本人から息子の宅に確認の電話をすると、嫁が「息子はここで寝てい

る。そんな電話はしていない。」と。行員より警察へ連絡を入れた。警

察が事情聴取に来ているときに、犯人から再び電話あった。本人は演

技を続けて「お金は用意できたよ。いつでも取りにおいで。」と言うと、

「今はいけない。横浜まで持ってきてほしい。」等のやりとりが続き、

「来れへんならもういい」と電話を切った。 

 →今回の事件について、大きな被害はありませんでした。 

犯人の手口も巧妙でターゲットとする方の家族構成など細かく情報を

集めているようです。電話をするときには家族の実名を出してきます。 

くれぐれもその場で返事をしないで一旦電話を切って誰かに相談を行

ってください。 

米田 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○警察を名乗った詐欺の電話に注意！！ 
 【その１】：府警本部の吉田と名乗る男性から自宅に電話があり、預金の事で日本銀行

の方がいるので電話を代わると言われ、通帳の番号と残高を聞き出す。振り込め詐欺が

出ているのですぐに銀行から出金するように指示があった。本人が銀行に出向き口座を

解約、残金を引き出し自宅に持ち帰った。その後、日本銀行と名乗る者から電話があり

今すぐ職員向かわせるので手渡しするように指示があった。その後、自宅に来た者に現

金を騙し取られた。翌日、通院先の主治医に相談し詐欺事件と判明し警察へ通報した。 

 【その２】：山科区にある高齢者向け住宅の入居者が左京区にある自宅へ一時帰宅さ

れた。帰宅した午後、京都府警生活安全課の岡田と名乗る男性から電話があり「この周

辺で詐欺集団が捕まり、６０名ほどターゲットになっていた。うち２３名に被害があっ

たことが確認された。この詐欺集団は銀行員とグルになっており、あなたは被害にあっ

ていないので、被害を食い止める為には取引銀行をすべて言ってほしい」と。通帳を用

意し、銀行名、支店名を相手に伝えた。「念のため、東京三菱ＵＦＪ銀行の最終取引日だ

け教えてほしい」と言われ伝えた。相手は「あとから電話がかかってくるとおもうがよ

ろしく」といい電話を切った。 

息子が電話の前に通帳が並んでいる状況をみて、本人から事の次第を聞き取った。すぐ

に京都府警本部に連絡、詐欺であることを確認した。 

 それから自宅に電話がかかり、相手が名乗ろうとする前に本人が「警察に聞いたら詐

欺だと言われた」相手の男は「川端署に確認したのか？」と、本人は「府警本部だ」と

答えるなり、無言で電話を切った。その後、本人、息子様が各銀行に状況を話し対応を

確認した。 

→公的機関を名乗る電話が非常に多くなっています。安易に信用しないで下さい！！ 

米田 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○伏見区で起こった事件です 
 

 ７０代女性宅に「無料でマッサージをするのでマッサージをさせて

ほしい」と２０代ぐらいの男性が自宅に訪問してきた。 

断ってもしつこく要求をしてきたこと、無料であったこともあり受け

入れてしまった。 

しかし、マッサージが終わったあと「施術料を払って下さい。払っ

ていただくまで帰りません。自分も家族がいるので」と情に訴えてき

た。しつこかったことと、怖かったこともあり１０００円を支払って

しまった。その後、管轄の警察署に相談を行った。 

◎被害にはあわれていないが、他にも同じような相談が民生委員さん

に入っている 

→こんなことには、騙されないと思っていても、相手のおしの強さや、

話術に負けてしまう事もあります。 

自分は大丈夫と思わず、当事者になる事もあるんだと思い、怪しい電

話や訪問に対応して下さい。 

米田 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○こんな訪問業者に注意！！○ 

山科区在住の一人暮らし宅に大阪に住所のある会社の名刺とパンフレットが

自宅にあった。別居家族が自宅へ訪問した際にパンフレットを発見し、担当ケ

アマネジャーに報告があった。 

 パンフレットには個人や法人に介護保険施設向けのリハビリ遊技機（パチン

コ台）の販売を行い、購入者が遊技機のオーナーとなりレンタル料を受け取る

ことができると記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者のＢ店より販売特約店のＡ店を通じて遊技機を購入。Ｂ店と業務提携

を結んでいるＣ店を通じて、介護施設に遊技機が設置される。 

介護施設よりＣ店に支払われた契約代金が、Ｂ店を通じて、購入者へレンタル

料が支払われる仕組みとなっている。 

→購入代金は記載されていない。実際に賃貸借契約を希望されている介護施設が

あるかは不明。包括より京都市消費生活総合センターへ相談・通報しました。 




